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一　101　一
表4深浦方言の〔？〕’のDP上の縦騨勢：

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































竹1 t × 9’ total
酸換副／i　・・3・｝・52 O．　44 O．　5i 1．　77
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表15　深浦方醤の「オジー・・一サン」と「オジサンjの〔s〕の狭めの程度
　　　　　　　　　　　〈単位＝＝off電極数，3回の発話平均，　Inf．諾S．　T．〉
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総計85
12）図中のG－1輻の17，G－2軸の15の位置及び後馬の図7のG－3軸の13，　G　一一4　tS
　の9の位置は接触電極＝ゼロを意味しており，この状態では舌の姿を読み取る手
　がかりがゼロであるので，これらの軸上の数殖の読みとりには注意を要する。
13）　このビデオテープでlnf．の発話姿勢を概観すると，方言発話時ではリラックス
　しているが，標準語発話時ではやや緊張ぎみな様子がうかがえた。これを裏書き
　するかの如く，DP発話時に唾液の多すぎることが原因で介入しやすい接触エラ
　一が方言発話時の場合に比べて標準語発話時の方が少なかった。このことから．
一　128　一
　この標準語発話時では，われわれが田常体験する「緊張した発話時に口の中が乾
　きやすい」という状態に近づいていたものと推測される。
14）平山輝雄他（1982）には，p．20D　5）の（2）に　「／hi／の抽が／si／，／Fu／，／he／と区
　溺されてはっきり存在することは，北奥方醤において，青森方言を特徴つげる一，
　つの点である。」とある。
15）今石元久・佐藤和之・三輪譲二・眉白則夫・大橋勝男・加藤正面（1984）の91p
　～93pから標準語および五所．li原仁方雷の母音を星霜させていただいた。また，
　F－1，F　一・2をプロットするためのF一一1－F一一2原図も利用させていただいた。
16）　H本語のザ行子音は，ふつう三頭で嫁〔dz〕〔d3〕の破擦音であるが，母音問
　では〔z〕〔3〕の摩擦音で発音される仮向をもっている。この際，その実態を手
　元の資料（この方書話者の標準語による資料1の発話）で調べてみた結果が以下
　の表である。
深浦方雷話者の標準語による語中のザ行子音（DPによる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈lnf，＝S．T．〉
発　話　番　号
風／kaze／
虹／nizi／
知；襲／cizi／
雑／kizi／
短い／mizikai／
地図／cizu／
字面／zizura／
技術／9三zjUCU／
水／mizu／
傷／kizu／
九時／kuzY
数珠／zjuzu／
火事／kazi／
数／kazu／
手錠／tezjo：／
オジサン／ozisan／
オジーサン／ozi：～／
チーwズ／ci：ZU／
No．　1
???????????????
????
? ?（（
No．　2
?????????????????????? ??? （
5 3
No．　3
????????????? ????? （
3
N◎．1，3をまtlF閉鎖
No．1，2はIF閉鎖
計17語
計1語
　この表では，ザ行子音と広母音とが組みあわさった例がなく，半せま母音との組
みあわせが風／kaze／の1例ある他は，すべてせま母音との組みあわせである。これ
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ら母音との組みあわせの音節では〔dz〕型または〔d3〕型が16／51～12／51（31％
～24男）の割合で現れている他はすべて摩擦音であった。この4～6語の破擦音出
現の原因は頭数の少ないこζからは取り出しにくい。
ユ7）　ユ0，11図の／zel：ze／，／z♂ze／よりも広い母音をもつ／Zal：za／，／zalza／では
　／a／から／z／への舌の移行距離がより大きいので，この特徴が下図のようによ
　りとらえやすくなる。
ゆば　リロいも
li』??
??
　彗
G一一1　G－2　G－3　G－4　C－S
三二二野身奪，撃撃零u辱「・，奪・ひ噂・零畢事寧曜雪嶺■・葛富宰r
o　f：　n　：，．．J・o，．．hE　q．1
　　　　　　　ユi讐：1・仙淵1：：・：t．翻・
　　コサ　　　　き　　ロロほロさいびロロロぱさしロニタぼ　ぽ　きロきロむさじコ　
i’　婁　liiiiii器iiiiiiiiii難iiiiiii
d　　褒？一一一｝・ttllSlt纏・・帥・事・・駆　寧蓼・闘・■”・
　　コリ　　　　ロネロほぼぼコきロじロヒのさじさのにさロニ　　き　ほじぢさ　サカロコ
i2乞i；iii：翼：筆iiiii”：li：i
　　　コこ　　　　ひキ　　　　　　　　け　ワ　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　1　・一①　・：葛：
　　、i』・；，メ臥．．；＝iii②～＿i
　al：　la＿一層静璽．、＿．冨鱒．脚尋の　　　　　鱒鱒・
　　21　　　　霊亀亀●箪寧　　箪富脚曜耳8卜占‘．■　　　　　　ttlt一事5髄
　　「B＿　，サ事宰監．、，．　▼●蓼略驚事篠■峯　　　　　　　　尋零師富，
　　区旨　　　　摩「亀0　　　　　8摩皐零軍零隼．蓼　　　　　　　　　3」皐7
　　：：　　　　■ヤ　　　　　　　　屡畢●喀事辱r蓼　　　　　　　　　　凝u，
　　7　　　　属聖　　　　　　　　蓼　　霧，8書　　　　　　　　　　　　塞，
　　6　　　　写　　　　　　　　　零　　¢■象●　　　　　　　　　　　　察，
　　＿2　　　　　　　　　　　　　．＿，寧塾r　　　　　　　　　　　噸
G漏2　｝　G一一3
??
iぐlz???
lぐ
3　　　　　　　　　　　　霧　　廟盒．
コ　　　　　　　　　　　　宴　　君皐．
；　　　　　　　　　　　　皐　　，事．
一2一一m．IIt
???????
z
?? ?? ?
???
触隠
：ぐ
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